坪野哲久「媼遊び」論 by 森 英一
『
坪
野
哲
久
小
説
集
」
（
平
成
十
八
年
一
一
月
二
十
八
日
石
川
県
志
賀
町
発
行
）
に
所
収
の
小
説
十
一
作
中
、
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
の
は
九
作
だ
が、その中で三作が初出を明らかにするのみで残りは未発表と
思
わ
れ
る
。
「
蝿
遊
び
」
も
そ
の
一
作
だ
が
、
巻
末
に
二
九
五
二
年
九
月二十六日）とあって一応成立年月は判明する。十一作はほぼ
私小説で占められるが、これもそうである。
哲久の甥の若狭駿介「坪野哲久の人間とその作品」ミ短歌』
昭和四十六年十一一月）によると、父・次六、母・よね（高浜一
の
菓
子
舗
、
仕
館
家
の
娘
）
の
第
六
子
と
し
て
出
生
、
一
人
息
子
の
ご
と
く
父
母
の
鍾
愛
を
う
け
た
云
々
と
あ
る
が
、
こ
の
作
品
で
も
母
よ
ね
、
町
の大きな菓子商の娘に生まれ、〈年老いた父母と三人きりの静
かな湿っぽい生活がゆるやかに〉云々とあって記述が合致する。
もちろん、小説である以上何らかのフィクションは施されるが、
大
筋
に
お
い
て
若
狭
文
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
私
小
説
と
坪
野
哲
久
「
蝋
遊
び
」
論
い
う
意
味
は
こ
の
よ
う
に
作
品
の
大
ま
か
な
設
定
が
酷
似
し
て
い
る
場
合
を
さ
し
て
い
る
。
「媚遊び」は四十過ぎの剛三という男が三年ぶりに故郷の能
登の生家に母を訪ねて、そこで様々な衝撃的なこと、それは母
よ
ね
に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
いう内容である。
冒
頭
で
、
生
家
を
訪
ね
る
べ
く
駅
に
降
り
立
っ
た
剛
三
を
〈
膝
は
た
よ
り
な
げ
に
が
く
つ
い
て
ゐ
た
〉
と
描
写
す
る
。
読
者
は
こ
の
意
味
を
一
瞬
取
り
か
ね
る
。
と
い
う
の
は
、
剛
三
自
身
が
病
気
だ
か
ら
そ
う
な
の
か
、
それとも生家が間近になった興奮のせいなのか、あるいは東京
からの旅程が長すぎて疲労困臓状態なのか、わからないからだ。
ただ、続いて玄関に踏み入れる靴音が〈やけにはれがましくひ
びきわたった〉〈底ぢからのある大きな声で〉呼んだとの記述
は
、
そ
う
い
う
読
者
の
疑
問
を
払
拭
し
て
剛
三
の
帰
郷
の
歓
び
が
十
二
分
森
英
一
１
に伝わってくる。
しかし、彼を迎えるべき母の姿はなかなか現われない。呼べ
ども応じない。仕方なく、彼は部屋に入り込むが、〈部屋とい
はず一家の空気が暗く重つ苦しく澱み、荒涼と傾斜しかかつて
ゐる感じ〉を抱く。この描写はこれから剛三が見聞きする出来
事
の
内
容
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
剛
三
は
母
の
居
間
に
進
む
。
す
る
と
、
そ
こ
に
〈
見
も
知
ら
ぬ
何
処
か
の
乞
食
女
が
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
踊ってゐる〉。
振
向
く
気
配
も
見
せ
ず
、
没
我
の
手
ぶ
り
で
、
古
新
聞
の
綴
を
丁
寧
にのばしのばし、それを丹念に畳みこんでゐる。更によく視
れば、黄ばんだのや汚点の惨んだのや破れゆがんだのや大小
の
形
と
り
ど
り
の
新
聞
切
れ
、
色
も
紙
質
も
ま
ち
ま
ち
の
紙
屑
が
母
の
前
面
に
散
乱
し
、
椿
や
柿
や
そ
の
他
名
も
形
も
見
分
け
難
い
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
葉
の
青
が
入
り
混
じ
り
、
こ
れ
は
唯
事
な
ら
ぬ
母
に
成
果
て
た
と合点するのだった。
再度の呼びかけに母は振り返るものの、格別驚きの表情もみ
せない。「東京の剛一一一ですよ。お母さん：…・」
「ほう、何処のお人やら、ござらしたかいね。……」
身
に
ま
と
う
衣
服
も
よ
く
見
る
と
、
垢
ぴ
か
り
し
て
い
る
上
、
綿
も
は
み
出
し
、
懐
に
は
新
聞
切
れ
や
蚕
豆
、
野
菜
屑
な
ど
や
た
ら
に
詰
め
込
ま
れていて、異臭を放つ。
そういう母に〈老篭の肉体を賭けて濾過し去ったうつくしさ、
しみじみと惨みでる浄かさ、おほどかさ、静かさ〉を感じるも
のの、むしろ「世外の人」と化した悲しみが強く剛三を襲う。
さらに、母をこんなふうにしたものへの憤怒さえ覚える。
剛三にとって母は親族中でただ一人の味方であり、理解者と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
彼
は
文
学
に
従
事
し
て
い
な
が
ら
、
ま
だ
〈
小
さ
い
火花一つ切りだせないていたらく〉の上、二十代の終わり頃か
らの胸部疾患の苦しみと生活苦がついてまわり、親族からは
〈道楽者のやる閑仕事〉に携わる厄介者ぐらいにしか評価され
ていず、それだけに帰郷の折も一肩身の狭い思いをせざるを得な
かった。
母
は
長
期
間
、
大
家
族
だ
っ
た
家
計
を
助
け
る
た
め
に
天
秤
棒
塗
肩
に
里行商を始めたが、物忘れの傾向が激しくなり、跡取の良吉に
禁止される最近まで続けていた。二人の息子と次女を若くして
失
い
、
長
女
も
早
く
に
寡
婦
と
な
っ
て
母
は
四
十
近
く
に
な
っ
て
産
ん
だ
剛三に期待していた。
作品は、このように母の異常を発見した剛一一一とそれまでの彼
と母との関係を説明する。次に、そんな状態の母に留守をさせ
る兄夫婦に剛三の批判が向けられる。しかし、
剛三は
〈一介の
都
市
放
浪
者
、
物
的
無
能
者
〉
と
し
て
の
分
際
を
弁
え
れ
ば
、
正
而
切
っ
２
て文句を言えた義理でないことも承知している。剛三は考える。
ｌ
こ
れ
が
人
生
と
い
ふ
も
の
の
重
た
さ
か
．
善
良
無
比
と
も
い
ふ
べ
き
人
間
の
い
や
果
て
の
終
末
が
こ
の
や
う
に
暗
く
望
み
な
き
も
の
と
化しさるのであらうか。
異
常
な
状
態
に
あ
る
母
を
ど
う
に
も
で
き
ず
、
た
だ
見
守
る
し
か
な
い
わ
が
身
と
、
懸
命
に
生
き
て
き
た
母
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
目
に
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
嘆
き
と
が
交
錯
す
る
の
で
あ
る
。
艮
吉
の
妻
の
た
れ
が
帰
宅
す
る
。
剛
三
を
認
め
た
彼
女
は
義
母
に
声
を
かける。
「お婆、東京のお父さん来たつたがや、嬉しかろね。．…・・」
剛三は
「ぼくのことなんか、判っちゃゐませんよ。」
と
、
言
う
が
、
た
れ
は
「エエッ！そんなことなかろがいね。・・…・お婆、東京の弟さ
まやがいね。」
母はきょとんとした無感動な顔つきで答える。
だ
「本当にね。そんながかいね。．：…おら、何んも判らん、阿
ら呆になってしもて：…・」
先
ほ
ど
の
母
と
の
会
話
で
衝
撃
を
受
け
た
剛
三
は
も
し
か
し
て
兄
か
兄
嫁
で
も
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
正
常
な
状
態
を
取
り
戻
す
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
二
人
の
遣
り
取
り
を
見
て
、
そ
の
期
侍
も
空
し
い
こ
と
を
承
知
す
る
。
一
方
、
た
れ
も
剛
三
の
息
子
の
名
を
出
すなどして正常の会話を取り戻そうと試みるが、無駄におわり、
改めてよれの異常ぶりを再確認してしまう。
たれの話によると、近くに住んでいた長女が東京へ移住した
一年半ほど前からこんな状態になったという。
外
へ
出
た
剛
三
は
、
母
が
「
生
け
る
屍
」
と
な
っ
た
こ
と
に
彼
女
の
「悲運」を感じ、涙する。少年時代の思い出が次々と想起する
中
で
、
〈
母
と
子
の
意
識
を
断
絶
し
た
よ
れ
女
の
こ
と
が
、
何
故
に
現
実
であらねばならぬか〉と考える。同時に彼は、この「悲運」は
個人の家だけのものでなく、〈よれ女から無限に引出さねばな
らぬ。引出すことによって彼女を生きかへらせ、永遠に力ある
ものとなさねばならぬ。そのことは、人の子としての意味だけ
ではないのだ。あらゆる「悲運」をも蟻ねかへす固い締び目の
一
つ
と
も
な
る
こ
と
だ
〉
と
も
考
え
る
。
こ
の
後
者
に
関
し
て
は
先
に
〈生涯続くであらうところの思想苦〉と述べられることと関連
する。それが具体的に何をさすのかは記述がないので、この作
品による限り不明としか言えない。
仕事を終えた兄が帰ってくる。兄弟が酒を酌み交わす場に母
が連れ出される。良吉を見る母の目は穏やかで、優しく、信頼
感
に
溢
れ
て
い
る
。
剛
三
は
二
人
の
間
に
親
子
の
愛
情
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
交
流
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
も
し
か
し
て
、
兄
と
な
ら
母
は
正
常
な
会
話
３
をかわせるのではと思いついて、剛三は頼む。しかし、それは
彼の思い込みで、兄は全てを見通していた。
明け方の海岸を道遇する剛三は、母のことをいろいろ考える
が
、
依
然
と
し
て
気
持
ち
は
す
っ
き
り
し
な
い
。
家
に
戻
っ
て
、
彼
は
ど
うせまた、同じ状態に戻るからとのたれの意見を無視して、母
の部屋の掃除を始めた。掃除が終わると、
「もう何時やらね。帰らんならん．…：」
突然、よれ女は悲しげな声で、かう一一一一口つた。剛三は冷水を
浴びせかけられた思ひで、大きな眼をきっと見張った。
「ここ、お婆の家やがいね。面倒な、どうしてそんなこと言
うてやがいね。」
言
葉
ほ
ど
に
も
な
く
、
ビ
ク
と
も
し
な
い
た
ね
の
あ
し
ら
ひ
ざ
ま
だ
った。
「うん、うん、うん……」
とよれ女は切なく岬き、
て
き
な
あ
い
「何でこんながに成って仕舞うたがやら、辛て、歩ばれん．…・・」
さ
い
さ
い
そんな様子を見たたれは「時々、こんながやれど、ぢき癒っ
て仕舞うてや」と言いながら、布団を敷いてよれを休ませる。
剛
三
は
そ
ん
な
仕
草
を
見
て
、
自
分
が
勝
手
に
部
屋
を
掃
除
し
た
こ
と
を
悔
い
る
。
〈
彼
岸
に
到
り
着
く
ま
で
の
暫
し
の
時
を
、
ひ
た
す
ら
に
遊
び
呆けようとする〉母の遊びを妨げてはいけないとも思う。
能登を去る前日、剛三は母と二人きりの時間を持つ。
よれ女は懐から青葱を取出し、ヘだ
「黙って食べまつしやい。早いとこ：…・」
と
、
に
こ
に
こ
笑
ひ
な
が
ら
彼
に
す
す
め
た
。
跨
跨
し
て
ゐ
る
と
す
かさず、
「これ食べてお湯呑むと美味いわれ。」
と青葱をちぎって口の中へ押しこんだ。剛三の額に冷たい
汗が謬んできた。苦しい瞬間だった。
「この方が美味いぞね。．…：ほれ、お婆‐ｌＬ
夏柑をむき、小袋を割いて掌にのせてやった。
「これ、何んやつたいね。」
彼女は素直に受けて、口に入れ、
「おお、うまい、上手ながになつとる。：…・いくら上げたら
よいやらね。いつとき待つてくだんせ。今、銭が無いさかい。
○・・・・・」
剛三は押され通しに押され、土俵を割って尻餅ついた恰好
だった。
「かういふみごとなもんがあるちゅうわなアー」
もう一つの夏柑をたぐさ取り、涼しい声で呼びかけた。
「
あ
ん
た
も
、
こ
ん
な
が
一
ぴ
き
食
べ
ん
か
。
ど
う
や
。
あ
と
か
ら
食
べる？そんなこと言はんと一緒に食べんかいね。」
４
彼
の
田
舎
で
は
、
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
も
、
｜
つ
の
こ
と
を
一
ぴ
きと言ふのだった。
剛三の頬に悲しい笑ひがのぼった。
剛三は、帰郷して母と初めて会話のキャッチボールができた。
たとえ、それが偶然だったにせよ、帰郷以来これまで一度も果
たされなかったものが可能になったのである。
それまで母のあまりの変わりように衝撃を受け、その原因を
た
れ
を
始
め
と
す
る
人
間
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
苦
悶
を
感
じ
た
彼
だ
が
、
終
い
に
、
母
は
彼
岸
へ
着
く
ま
で
の
暫
し
の
一
時
を
遊
び
呆けようとしているのだ、その遊びを邪魔してはいけないと認
識
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
帰京前日に奇跡ともいうべき母との会話が成立した。〈悲しい
笑ひ〉とはそういう母が置かれた現実を認めねばいけないとい
う悲しみと、それでも起きた奇跡がもたらす喜びの笑いである
》フ。「蝿遊び」は、以上見てきたように剛三の、母の老年痴呆に
対する衝撃や悲しみ、辛さを述べ、その半生に照らし合わせて
の
感
慨
や
そ
の
よ
う
な
状
況
を
母
に
与
え
た
も
の
へ
の
怒
り
を
語
る
。
最
後に、彼は現実を受け入れて母の〈暫しの遊び〉を妨げてはい
けないという諦念に達する。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
点
で
剛
三
に
医
学
的
知
識
は
な
い
。
作
者
も
お
そ
ら
く
持
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
当
時
、
この母のように八十歳過ぎまで生きる者はそんなに多くなく、
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
老
年
痴
呆
を
発
症
さ
せ
る
前
に
死
亡
す
る
か
ら
、
小
説
の
素
材
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
記
憶
で
は
有
吉
佐
和
子
「晄惚の人」がこの種の問題を扱った作品としてあげられる。
昭
和
四
十
七
年
の
作
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
平
均
寿
命
は
男
六
十
九
歳
、
女
七十四歳と言われたから、「媚遊び」の頃とは格段の差がある。
「桃惚の人」は八十四歳の立花茂造が痴呆状態になっていく
経過を述べる。息子の商社マン信利夫妻とは同一敷地内に住む
が
、
余
り
交
渉
が
な
い
。
た
め
に
、
茂
造
の
妻
の
死
を
契
機
に
そ
の
異
常
が信利夫婦に初めて確認される。あるいは、それ以前からそう
い
う
状
態
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
明
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
例
年
になく早い雪に襲われた頃から翌年の朝顔が咲き始める一年足
らずの間に、茂造の痴呆状態は進行する。その間、信利の妻昭
子
の
〈
奮
闘
ぶ
り
〉
を
中
心
に
作
品
は
描
か
れ
る
。
茂
造
は
当
初
か
ら
信
利やその妹光子も認知できない。昭子とその子・敏以外しか認
知
で
き
な
い
。
食
事
は
何
回
も
催
促
す
る
も
の
の
、
テ
レ
ビ
に
は
興
味
を
示さないし、入浴中も自分では洗えない。しかし、血圧等の健
康データは正常である。
夜中に起きて「暴漢」と叫んだり、「ひやあ、ふやあ、ひや
あ、ふやあ」と言いながら「体操」をするなどして次第に衰弱
５
し
て
い
く
。
一
日
中
オ
ム
ッ
を
し
た
ま
ま
眠
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
終
い
に口もほとんど開かなくなり、大便を畳に塗りたくったりもす
る。そんな状態を経てまもなく何回目かの俳個後、死亡する。
同
じ
老
年
痴
呆
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
両
作
品
は
か
な
り
描
か
れ
る
症
状が異なる。
「悦惚の人」以後、現在に至るまで、老年痴呆やそれにから
む介護や性、金銭等に絡む問題をテーマにする小説は枚挙に暇
が
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
素
材
は
そ
ん
な
に
珍
し
い
も
の
で
な
く
な
っ
て
きた。しかし、「蝿遊び」は早くも昭和二十七年に執筆されて
いる。もっとも、丹羽文雄の「厭がらせの年齢」がこの五年前
の
昭
和
二
十
二
年
二
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
八
十
六
歳
の
老
女
う
め
を
登
場
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
「
蝿
遊
び
」
の
よ
れ
の
よ
う
に
時
、
所
、
人
に
つ
い
て
の
記
憶
が
欠
如
し
た
設
定
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
昭
和
二
十
七
年
当
時
に
お
い
て
老
年
痴
呆
を
素
材
に
し
て
家
族
の戸惑いや苦悩を描いた作品としては、これは最も早いものに
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
何
ら
か
の
事
情
で
こ
れ
が
発
表
さ
れ
ず
に
今
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
活
字
に
な
っ
て
当
時
公
表
さ
れ
て
い
た
ら
、
世
間
の注意を引いたことは間違いない。
〔付記〕
本文中で、よれの「非運」は個人の家だけのものでなく、
云々と述べた。この作品では〈思想苦〉と関連づけられるが、
それ以上の追求は不明だと述べた。このことに関して、『坪野
哲久小説集」「解説」で坪野荒雄が、オリジナル原稿には次の
ようにあると紹介している。
「非運」は個人の家だけに限って存在するのではあるまい。
敗戦も、外人部隊による占領も、民族の大「非運」である
こと、冷酷比類なきまでの真実さである。ｌ非運は擬ねか
へせ！
右の文の〈敗戦も〉以下が、完成稿では〈彼の心は急に生き
いきと溢れてきた〉に書きかえられたという。その理由として
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
検
閲
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
。
本
論
は
、
い
ず
れ
は
こ
の
よ
う
な
事
実
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る。
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